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大切にすれば,企業も発展する!」

1人ひとりの声に耳を傾け,

「労組未加入J350万人の組織化を目指す

電機 情報ユニオン

書記長

森 英一氏

産業別労働組合といえば「企業内組合」が一般的だが,電
機 情報関連産業で働いている労働者なら「個人でも加入で

きる全国的な産業別労働組合」。それが,電機 情報ユニオン

の大きな特徴である。18万人の大リストラ。そして「追い出
し部屋Jと 呼ばれる部署の存在も指摘される電機業界。そこ

で働く 1人ひとりの本音,叫びに耳を傾け,そ の声を業界,

そして企業に反映させるべく日々奔走する同組合の森英一書

記長が,今回の労使紛争交渉人である。

電機 情報ユニオンの組合員の

もとには毎月十景電機 情報ユニ

オンJと いう機関紙が届けられる。

その制刊号が発行されたのは

2011年 10月 10日 。その 1面 トップ

には「350万 人の希望をのせて

全国単一の産業別労ryl組合 電

機 情報ユニオンを結成Jと いう

見出しで その前月に開催 され

た結成大会の様子が紹介 されて

いる。

この「見出しJに込めた同ユニ

オン結成の目的と思いを卜森英一

書記長 (以 ド,森氏)は次のよう

に語る。

「われわれの試算では ,現在 ,

電機 情報関連産業で働いている

労働者数は約450万 人です。その

中で電機連合 さんなどの組合組織

に加入 している人たちは約100万

人。電機 情報ユニオンは残 され

た350万 人の来加入労働者の組織

化を図り,彼 らの労働条件の改善

へ向けたサポー トをしたいという

大志の下に結成 されました。

また十数ある産業別労働組合の

中でも!個人加入による全国的な

産業別労働組合というのも大きな

特徴の一つで,労働者 1人ひとり

の雇用と要求を大事にするという

のが われわれのスタンスですJ。

森氏が力説した「個人加入によ

るJ全国的な産業別労働組合とい

うのは1確かに異例だ。個別的労

使給争といえば,や はリユニオン

(合同労組)力S真 っ先に思い浮か

ぶし,産業別労働組合は「集団的

労使関係の構築Jでのアプローチ

を得意とする!企業内で組織され

た労働組合というのが一般的な受

け止め方ではなかろうか。

「企業内労働組合では卜 3万人

の雇用を守るために数千人のリス

トラには脇力していくとのスタン

スも時析 見受けられます。しか

し われわれは 1人ひとりの労働

者を大切にすることが企業の成長

20139 人事マネジメント  77
w、ぁ立busl p」 b com



一番重要であり,現場

労働者 1人ひとりの声に耳を傾

けるという方針で取り組んでい

ますJ。

はす「業界の課題を解決していく

ことが自分たちの役割であり,労

務関係については扱っていないJ

との声惑い感は示しつつ,企業の

社会的責任 (CS的 の問題につい

ては高い関心を示したという。

もう一つ,同ユニオンの特徴的

な活動としては 電機業界内での

労働基準法進反が疑われる企業の

監視,働さかけはもちろんだが
,

組合員の大半が大手メーカー社員

ということもあり,「 国際労働基

準J,そ して「国連グローバル

コンパク ト」 (人権 ,労働基準 ,

環境 腐敗防止10原貝巾 の連守ヘ

向けた啓蒙 監視姿勢を より明

hr‐に打ち出している点が挙げられ

よう。

今年の 4月 20日 には電機労働者

懇談会との共催で 「電機産業と

国際労働基準Jと題した政策学習

会を部内で開催。ILKl(国際労働

機関)駐 日事務所の林雅彦次長に

よる「ディーセントワークとその

戦略的目標」についての話演も行

われ 参加した40名 の企業と業界

団体関係者が熱心に耳を傾けた。

「電機 情報関連各社は卜自社

HPな どでCSR経営を進めるため

の行動指針を全世界に発信してい

ます。しかし 一方でリストラ策

を強行する各企業の姿は それと

は対ltr的 です。CS酪昼営を投げ捨

毎月 組合員に送られる機関
「電機 情報ユニオンと

今年 6月 10日 発行の機関紙『電

機 情報ユニオンJ(第 21号 )の

1面では,「電機 情報ユニオン

の風を起こそう リス トラ反撃

『全国ビラ』を配布Jと の見出し

が躍った。電機 情報ユニオンの

主な活動の一つに,そ うした全国

の職場でのビラやアンケートハガ

キの配布 回収による職場の改善

要読がある。労働者の声を吸い上

げ 不満や要望等を企業や業界

団体に対して働きか tす るIIKり 組

みだ。

例えば2013年春闘では,「働い

て人間らしい生活が保障される社

会を目指そうJと いう言開方針の

下 「13春園ビラJを全国の電機

関連企業の職場102ヵ 所で約 2万

8,000枚 ,「 13春闘要求アンケート

ハガキJも 同じく128ヵ 所で約 3

万1,000枚の配布を行った。

「それぞれ1,000枚 超の回答が

現場の要望の声として返ってきま

した。それは給料が安過ぎること

への不満に対するものもあれば ,

職場におけるメンタルヘルス不調

者の増加などを訴える声などさま

ざまですJ。

対する業界団体の反応として
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「全国ビラJは出勤前や昼休み時間な
電機労FJj者に配ら

て ,世界労働基準を逸脱 した人権

無視の施策が強行 されているのが

実情です。

そのためにも意識的に国連グロ

ーバル コンパク トや国際労働基

準を学べる機会を設け,ILOの 目

指すディーセントワーク (lulき が

いのある人間らしい仕事)がすべ

ての職場で生かされ 実行される

ための取り組みを進めています」。

企業との団体交渉においてもそ

のスタンスは変わらない。ILO国

際労働事務局発行の 肝国連グロー

バル コンパクト労働原則 ビジ

ネスのためのガイド」を人事担当

者に手渡し まずは労働組合とし

ての自分たちの信条,行動指針を

明確にしたうえで交渉に臨むケー

スが多い。



4月 20日 に開催された「電機産業と国rr労働基準Jの政策学習会

グローバル企業とも呼ばれる大

手電機メーカーの人事担当者であ

れば卜当然 「国連グローバル

コンパクトJの 10原IJそ のものヘ

の一定の理解はあると思われるが

「経営lF態 が安定している平時

の場合は 企業もそれを意識的に

守ろうとはしているのです。しか

し 経営が不安定になり 人員 1ヽ

減の大号令が発せられた途端にモ

ラルハザードが起きてしまい!そ

れが無視されてしまう。

人と技術を大切にすれば1企業

も発展する。それが産業別労lal組

合としてのあれわれの一貫したス

タンスです。しかし 電機 情報

関連産業は今,18万人を超える大

リス トラの真っ只中にあります。

こういうときこそ労働基準法や国

際労働基準の遵守こそが企業の発

展につながるというメッセージ

をす8直に発信し続けていく必要

があると思っていますJ。

長期化 も辞 さない「粘 り強い団

交Jス タンスにも表れている。

昨年の 1月 26日  NECは業績

悪化による国内外での 1万人規模

の人員削減を発表 した。同ユニオ

ンにおいても現在までに数十名の

NEC関 連企業労働者からの相談

を受け 団体交渉は今も平行線の

ままだ。半ば根比べの様相だが

それでも「争議Jへの発展は極力

避ける方針であリト「粘り強い話

し合いJでの解決の道を模索する

姿勢をあえて崩きない。

「団体交渉は当事者のみが知り

うる話し合いです。しかし,争議

に発展してしまうとそれが一般に

も知られることになり 労働者の

復職のために,と いうわれわれの

活動の大前提とは逆行した流れに

なりやすい。だから―争議はあま

り考えていませんJと森氏。

退職強要された労働者を職場に

復帰させることすそしてそれが企

業にとっても最善の策であるとい

うことをす粘り強く企業に対して

訴え続ける。

「最終的にはそこに信頼関係が

生まれるかどうか。話し合いでの

盟決の道はそこに尽きるのではな

とヽでしょうかJ。

労前相訟は100人を超える。

寄せられた退職強要 不当解雇などの

解決にあたる森英一言記長

実際 団体交渉では当初 ,人事

担当者の警戒心 も高 く 次元の連

う話し合いに終始するケースも多

いという。しかし 労働基準法や

国連グローバル コンパクトの指

針を繰り返し伝えることですその

部分での理解の深まりが功を奏

し,空転状態だった話し合いが一

歩前進するケースもある。

同ユニオンが一富して主張し続

ける「人と技術を大切にすれば

企業も発展するJと いう指針は

電機産業といえば,昨今 メデ

ィアでも話題を実めているのが

大手電機メーカーなどの「追い出

し部屋Jと 呼ばれる部署の存在だ。

実際には「キャリア開発室J「人

材強化センターJな どの名称が使

われるケースが多い。今年 1月 ,

厚労省は電機大手のパナソニッ

ク シャープ,ソ ニー NECな

どの 5社の間き取り調査を行った

が ,「 明らかな遠法な退職強要の

事案は確認されなかったJと して

tヽ る。
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争議支援 そして株主結会での

宣伝要請を行う電機 情報ユニオン

森氏はその調査内容に首を姶り

つつ,自 らが直接関わった事実で

の「追い出し部屋Jの実情を次の

ように語る。

「ある電機大手では昨年 4月 に

そぅした部署を作り 余剰人員lR

いされた50人の社員をそこへ集

め,自主退職に追い込むための圧

力をかけてその内の半数を辞めさ

せました。そうした部署に送られ

る社員の中には,世間一般のリス

トライメージとは異なり 社内で

も優秀な人材で通っている人も含

まれています。半日もすれば終わ

ってしまう革純作業ばかりを与

え なかなか退職に応じない社員

には 面談と林する退職強要を

10回 以上行っているところもあ

ります。

また 全国ビラ配布による労働

者からの回答で判明 しましたが

別の電機大手ではなんと10年前か

らそうした部署が存在 していた事
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日  々 電機大手の労働者からの

相談を受けている森氏は おそら

く業界の「追い出し部屋Jの実態

について,最もよく知りうる立場

にある人物の 1人であろう。

「追い出し部屋Jに集められた

社員に強要される「面該」の大半

は,「 キャリアのための相該」と

してlAxわ れるという。

「退職強要に触れるような直接

的な表現は使わない。あくまでも

業務のための面談である点を強調

しますJ。

そうした労働基準法にな泊上しな

ヽヽ「退職強要のための面rvマ ニュ

アルJな るものの目撃談もある。

「マニュアルの有在を指摘する

労働者の声を受けて,あ る企業の

団体交渉の場でそれを質したら

相手はノラリクラリの姿勢ではっ

きりしない。そこで ,『 マニュア

ルには 1週間に 1回の頻度で面談

をやるように書かれているではな

いかJと あえてカマをかけたら

「ぃゃ 1日以上はやってはいけ

ない と書いてあります』とあっ

きリボロを出し,その存在を認め

ました (笑 )J。

一方で そうした部署に集めら

れた社員を相手に日々)マ ニュア

ル面該を行わなければならない
,

本来は同じ職場の伸田である「面

談する側Jの精神的な音痛につい

ても!森氏は問題視する。

「面談を重ねるたびに相手の顔

色が悪くなるのが分かるわけで

す。精神的にも肉体的にも追い詰

められている人間に対して,さ ら

にその症状を悪化させるための面

談を行うわけです。いくらそれが

仕事とはいえ)やはりどこかで人

間としてのモラル,感党を麻痺さ

せなければなかなかできない行為

だとは思います」。

そうしたマニュアルに基づいた

システム化された大手電機企業の

退職強要のケースに比べて,中小

客細の電機関連企業に勤める労働

者からの桐談事例としては,特定

派遣 (常用型派遣)での解雇に関

するものが目立つという。

特定派遣であるから,労 l」l者 は

派遣元に正社員尾用され)派遣元

の社員として派遣先の電機企業等

で働くわけだが われ

「派遣先でのいじめ,あ るいは

途中で派遣契約を切られる。それ

だけなら登録型の派遣と違い 派

遣元の正社員としての身分は担保

されるはずなのですが,その直後

に F派遣元にも解雇されてしまい

どうしたらいいのかJとの相談に

来られるケースがあります。

詳しく話を聞くと)派遣元の言

実も,最近になって分かりまし

たJ。
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い分としては Fあ なたが派遣先で

嫌われ 切られてしまったこと

で,こ ちらも大切な顧客を失い
,

損害を受けた。だから卜もうあな

たとの雇rFl関 係は続けられない』

というもの。派遣元のほうから級

害者はこちらだとの主張をされ

て,辞めざるを得なくなったとい

うのが実態のようです。そうした

相該も少なからずありますJ。

同ユニオンに寄せ られる労働相

談のボリュームとしては 大手電

機企業関連が圧倒的であり 中小

客細は少数派ではある。ただすい

ずれのケースにおいても共通し
,

かつ森氏が今.と ても懸念してい

るのは1労働者の間で蔓延しつつ

ある「自己責任論Jだ という。

「自分がダメだからす能力がな

かったからリストラになったと

自己責任論で諦めてしまう。なぜ
)

そんなことを言うのか ?と も言い

たくなりますが卜今の時代 ,労働

者にとってのリストラは卜対岸の

火事ではない)と ても身近な岡題

になっています。自分 1人だけが

犠牲者ではない。同じような状況

の仲間が他にも大勢いるのだか

ら ということでの気持ちの切り

替えが早過ぎるような気がしてい

ます。

さらに工場労働者であれば,業

務上の標つながりもあって労働者

同士の連携も起こりやすいのに対

して―ツフ ト関連の労働者はパツ

コンに 1人黙々と向かうどこか一

匹狼的なところもある。そうした

労働環境の遠いなどの彰響もある

のかもしれませんがJ。

前述のように 電機 情報関連

産業は今118万人を超える大リス

トラの真っ只中にある。しかし
,

それだけのリストラの渦中に身を

置きながらも,同ユニオンのよう

な労働組合に相談し,企業に対し

て何らかのほ抗を試みている労働

者の教はほんのわずかである。

理由は先ほどの「自己責任論J

もあるが)相談に訪れる労働者の

中には「外部の労働組合への加入

が災いし,会社からのいじめ)退

職強要がさらに続くのではない

かJと の不安を日にする人も少な

くない。

「でもi そうヤヽうととに私がい

つも相該者に言っているのは次の

言葉です。われわれは 1人ひとり

の労働者を大切にするということ

が卜結局は企業の成長にとっても

一番重要であると信じてこの活動

をしている。そして,あ なたが今

まで通りす同じ職場で平穏に働き

続けられるようにすしっかりと後

ろですポートします。ウォッチし

続けます。もし卜退職強要のよう

なことがまた起きたら,いつでも

われわれは会社に団体交渉を申し

込みます卜と。そうしたわれわれ

の主張をしっかりと相談者に伝え

ます。

実際 ,そ の後のウォッテではト

団体交渉の話し合いで職場復帰さ

れた人たちは,皆さん平穏に過ご

されているようですJ。

森氏は笑顔でそう語り,事務所

に訪れた年輩の相談者のもとへと

歩み寄っていった一一。

もうひとこと→HP「記者の部屋Jヘ
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